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目　次 　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
も
猛
暑
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
く
れ
ぐ

れ
も
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
大
川
美
術
館
で
は
、企
画
展「
石

内
都
　
S
T
E
P 
T
H
R
O
U
G
H 

T
I
M
E
」
を
開
催
し
ま
す
。
国
内
外

で
活
躍
し
、
す
で
に
高
い
評
価
を
う
け

て
い
る
写
真
家
・
石
内

都
が
、
二
〇
一
八
年
に

横
浜
か
ら
生
地
・
桐
生

に
移
り
六
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
一
方
当
美
術

館
で
は
、
二
〇
〇
九
年

に
「
石
内
都
　
上
州
の

風
に
の
っ
て
　
一
九
七

六
／
二
〇
〇
八
」
展
を

開
催
し
て
お
り
、
こ
の

度
は
そ
れ
以
来
の
個
展

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
桐

生
周
辺
で
撮
っ
た
初
期
作
《
は
る
か
な

る
間
》（
一
九
七
六
年
）、
な
ら
び
に
初

期
の
代
表
作
《
絶
唱
、
横
須
賀
ス
ト
ー

リ
ー
》（
一
九
七
六
|
七
七
年
）、
木
村

伊
兵
衛
賞
を
受
賞
し
た
《
A
P
A
R
T

M
E
N
T
》（
一
九
七
九
年
）
な
ど
が

ふ
く
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
亡
き
母
の
遺

品
と
向
き
あ
っ
た
《
M
o
t
h
e
r
’

s
》（
二
〇
〇
一
年
）。
被
爆
し
た
人
た

ち
の
遺
品
で
あ
る
着
衣
な
ど
を
撮
り
つ

づ
け
て
い
る
《
ひ
ろ
し
ま
》（
二
〇
〇

七
年
|
）
な
ど
の
代
表
的
な
シ
リ
ー
ズ

に
、ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
プ
リ
ン
ト
を
多
数

加
え
た
構
成
で
た
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
近
作
と
し
て
、
現
在
の
桐
生
を

と
ら
え
た
シ
リ
ー
ズ
《
F
r
o
m 

K
i
r
y
u
》（
二
〇
一
八
年
|
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
栄

枯
盛
衰
の
街
の
情
景
と
と
も
に
、「
ス

カ
ジ
ャ
ン
」
も
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
戦
後
桐
生
で
刺
繍
さ
れ
横
須
賀

に
進
駐
し
た
米
兵
た
ち
の
お
土
産
で
あ

っ
た
「
ス
カ
ジ
ャ
ン
」
と
の
再
会
は
、

桐
生
に
生
ま
れ
て
横
須
賀
に
育
っ
た
石

内
に
と
っ
て
、
戦
後
史
と
個
人
史
と
が

合
致
す
る
瞬
間
で
し
た
。

　
石
内
都
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
長
い

活
動
を
通
し
て
、「
生
」
と
「
時
」
の
痕

跡
を
、
鋭
く
、
ま
た
繊
細
に
撮
り
つ
づ

け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
そ
う

し
た
石
内
都
の
現
在
ま
で
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
に
、
本
展
覧
会
で
は
、
膨
大

で
、
多
彩
な
作
品
を
自
選
し
て
、
4
層

に
わ
た
り
小
さ
な
展
示
室
が
つ
ら
な
る

当
美
術
館
の
特
性
を
活
か
し
て
意
欲
的

に
構
成
展
示
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
石
内
都
が
向
き

あ
っ
て
き
た
「
時
間
」
を
と
も
に
旅
す

る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
往
還
し
な
が
ら

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
も
い
ま
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）

桐生の誇る日本の名画
大川美術館蔵（№96）
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
足
利
税
務
署

長
か
ら
桐
生
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

高
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
小
池
と
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
桐
生
署
管
内
の
桐
生
市
と
み
ど
り
市
は
、
関

東
平
野
の
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
赤
城
山
を

は
じ
め
と
し
た
山
々
に
囲
ま
れ
、
渡
良
瀬
川
と
、

そ
の
支
流
の
桐
生
川
の
２
つ
の
清
流
に
挟
ま
れ

た
盆
地
に
発
展
し
た
山
紫
水
明
の
街
で
あ
り
、

ま
た
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
群
が
発
見
さ
れ
る

な
ど
、
は
る
か
古
代
か
ら
の
歴
史
を
有
し
て
い

る
街
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自

然
と
歴
史
の
息
づ
く
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
で

勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご

理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ
き
経
営
者
を

目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
ま
た
、
税
の

良
き
理
解
者
と
し
て
、
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て

会
員
の
皆
様
の
自
己
啓
発
や
納
税
意
識
の
高
揚

に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
民
間
に
お
け
る
税
の
分
野
で
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
決
算
説
明
会

や
新
設
法
人
説
明
会
な
ど
各
種
研
修
会
を
多
数

開
催
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
租
税
教
育
活
動

に
お
い
て
も
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
を
中
心
に
、

租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
活
動
な
ど
、
様
々
な

法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普

及
や
納
税
道
義
の
高
揚
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
小
学
生
の
時
か
ら
税
に
つ
い
て
関
心
を

高
め
、
社
会
や
国
を
支
え
る
税
の
意
義
や
役
割

を
理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
当
局
が
取
り
組
む
「
あ
ら
ゆ
る

税
務
手
続
き
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社

会
」
の
実
現
、
特
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
や

オ
ー
ル
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
で
あ
る
法
人
会
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
円
滑
な
税
務
行
政
の
実
現
に
向
け

て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事

業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京
国
税
不

服
審
判
所
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
桐
生
税
務
署
に
着
任
以
来
、
１

年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
津

久
井
会
長
を
は
じ
め
桐
生
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

税
務
行
政
に
対
す
る
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桐
生
市
や
み
ど
り
市
を
囲
む
山
々
の
緑
、
わ

た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
か
ら
の
風
景
、
美
し
く
広
が

る
桐
生
の
空
に
心
穏
や
か
に
な
り
、
ま
た
、
桐

生
天
満
宮
を
始
点
と
し
た
重
伝
建
の
街
並
み
の

散
策
は
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

豊
か
な
自
然
、
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
こ
の
桐

生
で
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と
、
大
変
光
栄
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」

と
し
て
、
ま
た
税
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
様
々

な
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
正
し
い
税
知
識
の

普
及
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
ほ

か
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
、「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
と
い
っ
た
租

税
教
育
の
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
社
会
活
動
を
通

じ
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
の

会
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に
、
税
務
行

政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
誠
に
心
強
い
限
り
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
本
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会

で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
や
研
修
会
、
総
会
な
ど

多
く
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
桐
生

法
人
会
の
皆
様
の
温
か
い
お
人
柄
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
が
、
何
よ
り
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

１
年
間
、
無
事
に
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ
り
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
経
済
・
金
融
情
勢
に
関
し
ま
し
て
は
、

令
和
６
年
に
入
っ
て
日
経
平
均
株
価
が
市
場
最

高
値
を
つ
け
、
企
業
で
賃
上
げ
が
相
次
ぎ
、
日

本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
し
て
17

年
ぶ
り
の
利
上
げ
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
物

価
上
昇
は
賃
金
の
上
昇
の
そ
れ
を
上
回
り
、
景

気
の
現
状
は
、
全
体
的
に
は
足
踏
み
の
状
態
に

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

桐
生
法
人
会
の
皆
様
方
が
、
桐
生
の
地
に
受
け

継
が
れ
た
生
産
性
の
高
さ
や
地
域
の
結
束
力
を

も
っ
て
、
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
在
任
中
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご

厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、

並
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
離

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

桐
生
税
務
署
長

高
橋

　宏
美

離
任
の
ご
挨
拶

前
桐
生
税
務
署
長

小
池

　一
美

　

着
任
の
ご
挨
拶

桐
生
税
務
署
長

高
橋

　宏
美

離
任
の
ご
挨
拶

前
桐
生
税
務
署
長

小
池

　一
美

　
－  ２  －－  ２  －



－  ３  －

定  時  総  会

　桐
生
法
人
会
の
第
十
二
回
定
時
総
会

が
五
月
二
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
、
桐

生
商
工
会
議
所「
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
五
年
度
収

支
決
算
報
告
が
審
議
さ
れ
承
認
可
決
さ

れ
た
ほ
か
、
令
和
五
年
度
事
業
報
告
並

び
に
令
和
六
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

　▽
第
一
部【
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
】

朝
倉
染
布
株
式
会
社

　撹
上
洋
子
様

　

（
勤
続
二
十
九
年
）、
小
倉
ク
ラ
ッ
チ
株

式
会
社

　須
藤
紀
子
様
（
勤
続
二
十

年
）、
株
式
会
社
山
田
製
作
所

　加
藤

麻
衣
様
（
勤
続
十
九
年
）、
株
式
会
社

美
喜
仁

　飯
島
久
美
様
（
勤
続
八
年
）、

に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
津
久
井

会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

　▽
第
二
部
【
定
時
総
会
】
　

　津
久
井
真
澄
会
長
の
挨
拶
に
続
き

司
会
の
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
総
会
出

席
者
（
委
任
状
含
め
）
の
報
告
を
行
い
、

定
款
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
津
久

井
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
録
署
名
人

と
し
て
篠
田
一
理
事
並
び
に
飯
塚
荘
一

理
事
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

第
一
号
議
案

　令
和
五
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件

　議
長
の
指
名
に
よ
り

事
務
局
よ
り
説
明
並
び
に
鑓
田
実
監
事

よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
。

報
告
事
項
一

　令
和
五
年
度
事
業
報
告

　事
務
局
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
。

報
告
事
項
二

　令
和
六
年
度
事
業
計
画

　事
務
局
よ
り
説
明
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
。

報
告
事
項
三

　令
和
六
年
度
収
支
予
算

及
び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　事
務
局
よ
り
説
明
し
原
案
ど
お
り

承
認
。以
上
で
定
時
総
会
を
閉
会
し
た
。

　▽
第
三
部
【
記
念
講
演
会
】

　千
葉
大
学
特
任
教
授

　吉
村
健
佑
氏

が
「
法
人
会
だ
か
ら
で
き
る
健
康
経
営

の
推
進
〜
日
本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
っ
た
。

　吉
村
氏
は
従
業
員
の
健
康
管
理
を
戦

第
十
二
回

　定
時
総
会

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

優良経理担当者表彰受賞者

略
的
に
実
践
す
る
「
健
康
経
営
」
の
有

効
性
を
説
い
た
。

　職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
が
う
つ
病
や
心

臓
疾
患
な
ど
の
要
因
に
な
る
場
合
が
あ

る
と
し
、「
上
司
や
同
僚
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
る
と
、
従
業
員
は
ス
ト
レ
ス
に
対

処
で
き
る
」
と
呼
び
か
け
た
。
心
理
的

安
全
性
の
重
要
性
を
訴
え
、
精
神
的
な

不
調
を
疑
わ
れ
る
部
下
に
対
す
る
声
掛

け
の
良
い
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　「健
康
経
営
は
生
産
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
の

負
担
と
な
る
医
療
費
の
減
少
に
つ
な
が

る
」
と
ま
と
め
た
。

　定
時
総
会
資
料
は
桐
生
法
人
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
公
開
資
料
と
し
て
開

示
し
て
お
り
ま
す
。

講演会講師：吉村健佑氏



第
十
二
回

群
馬
県
法
人
会
連
合
会

通

　常

　総

　会

　（一
社
）
群
馬
県
法
人
会
連
合
会
は
、

六
月
十
三
日
前
橋
商
工
会
議
所
会
館
に

お
い
て
第
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
関
東
信
越
国
税
局
課
税
第
二
部
長

を
は
じ
め
関
係
団
体
長
等
の
来
賓
を
迎

え
、
県
内
各
法
人
会
よ
り
役
員
等
八
十

四
名
余
り
が
参
加
。
当
法
人
会
か
ら
は

津
久
井
会
長
他
五
名
が
参
加
し
た
。

　総
会
で
は
令
和
五
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
が
上
程
さ
れ
、
監
事
よ

り
監
査
報
告
後
、
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。
次
に
役
員
一
部
改
選
（
案
）

並
び
に
常
勤
役
員
に
対
す
る
報
酬
総
額

（
案
）
が
上
程
さ
れ
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。
次
に
令
和
六
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
の
報

告
が
あ
り
審
議
事
項
は
全
員
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

　以
上
で
通
常
総
会
を
閉
会
し
、
続
い

て
全
法
連
功
労
者
表
彰
十
六
名
、
県
法

連
功
労
者
表
彰
二
十
三
名
、
福
利
厚
生

制
度
表
彰
十
一
名
が
受
賞
。
代
表
者
に

齋
藤
会
長
よ
り
賞
状
及
び
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。
そ
の
後
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露
を
行

い
、
総
会
の
す
べ
て
の
事
業
を
終
了
し

た
。

青年部会定時総会

本
会
受
賞
者

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

津久井真澄 会長

峰岸康雄 理事

◆
群
馬
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

新井　栄 副会長

篠田　一 理事

阿部秀俊 事務局長

　青
年
部
会
は
、
五
月
八
日
桐
生
商

工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
第
十
二
回

（
通
算
四
十
七
回
）
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。

　総
会
で
は
、
野
村
部
会
長
を
議
長

に
令
和
五
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、
野
村
部
会
長
に
よ
り
、

基
本
方
針
が
述
べ
ら
れ
続
い
て
令
和

六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
発
表
、

各
委
員
長
よ
り
委
員
会
方
針
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
会
計
収
支
予

算
（
案
）
が
提
出
さ
れ
承
認
を
得
て
、

議
案
審
議
が
無
事
終
了
し
た
。

　総
会
終
了
後
、
部
会
規
約
に
よ
り

五
年
度
を
も
っ
て
卒
業
と
な
る
三
名

第
十
二
回
（
通
算
四
十
七
回
）

定
時
総
会

の
う
ち
出
席
し
た
萩
原
康
照
氏
、
前

原
直
之
氏
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

令
和
五
年
度
卒
業
者

　萩
原
康
照
氏
、
前
原
直
之
氏
、
千

明
昌
行
氏

　な
お
、
令
和
五
年
度
に
実
施
し
た

租
税
教
室
講
師
に
対
し
野
村
部
会
長

か
ら
マ
イ
ス
タ
ー
バ
ッ
ジ
を
贈
呈
。

更
に
令
和
五
年
度
に
入
会
さ
れ
た
新

入
部
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

　定
時
総
会
終
了
後
、
会
員
交
歓
会

が
開
催
さ
れ
た
。

青
年
部
会

群馬県法人会連合会 通常総会
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女
性
部
会
は
、
五
月
十
五
日
に
桐
生

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
第
十
二
回
（
通

算
三
十
七
回
）定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
小
池
一
美
税
務
署
長
他

来
賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
新
井
部
会
長

を
議
長
に
議
事
に
入
り
同
日
全
議
案
が

承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
書
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
第
一
号
議
案

　令
和
五
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件

　

　第
二
号
議
案

　令
和
五
年
度
会
計

収
支
決
算
承
認
の
件

収
入
の
部

一
、
会
費
収
入
3
1
7
，2
0
0
円
　

二
、
事
業
活
動
収
入
8
7
8
，6
3
7
円

三
、
雑
収
入
　
1
4
円
　

支
出
の
部

一
、
事
業
費
8
8
9
，9
7
0
円

二
、
会
議
費
8
5
，4
7
4
円

三
、
管
理
費
2
2
0
，4
0
7
円

女
性
部
会 

第
十
二
回 

（
通
算
三
十
七
回
）

　定 

時 

総 

会

令和6年7月10日現在

発　令　事　項
異　　動　　前 異　　動　　後

氏　　名 前　任　官　署氏　　名

署　　　　　長 東京国税不服審判所
横浜支所

東松山署　徴収部門
統括国税徴収官　

諏訪署　徴収部門
統括国税徴収官

前橋署
国際税務専門官（所得担当）
国際税務専門官

小池　一美

関口　健一

和田　一孝
個　人　課　税
第　一　部　門
統括国税調査官

徴　収　部　門
統括国税徴収官

足利税務署長高橋　宏美

小堀　勝一

川嶋　健寿
伊勢崎署
個人課税第一部門
統括国税調査官

中之条署
個人課税部門
上席国税調査官

長谷川幸男
個　人　課　税
第　二　部　門
統括国税調査官

小菅　　豊
前橋署
特別国税調査官（総合調査担当）
連絡調整官

戸塚　裕輔

館林署
法人課税第四部門
統括国税調査官

鈴木　義明
法　人　課　税
第　二　部　門
統括国税調査官

金田　浩明
行田署
法人課税第二部門
統括国税調査官

上田署
法人課税第一部門
統括国税調査官

渡辺　和昭
法　人　課　税
第　一　部　門
統括国税調査官

局　課税第二部
法人課税課
連絡調整官

市勢　和敏
局　総務部
業務センター前橋分室
連絡調整官

石崎　美樹
法　人　課　税
第　一　部　門
総括上席調査官

春日部署
総務課
課長補佐

桐生税務署定期異動に係る職員転出入の状況

みやま園タオル寄贈

　
七
月
十
七
日
　
新
井
部
会
長
他
六
名

が
桐
生
み
や
ま
園
を
訪
れ
、
タ
オ
ル
百

九
十
本
を
贈
呈
し
た
。
　
　
　
　

　
こ
れ
は
社
会
貢
献
活
動
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
毎
年
女

性
部
会
員
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ

ー
と
タ
オ
ル
を
、
年
二
回
に
わ
た
り
桐

生
み
や
ま
園
に
贈
呈
し
て
お
り
、
今
回

は
タ
オ
ル
を
持
参
し
た
。
累
計
で
は
約

四
千
七
百
八
十
六
本
に
達
し
、
同
園
で

役
立
た
れ
て
い
る
。

社 

会 

貢 

献 

活 

動

社 

会 

貢 

献 

活 

動

　
第
三
号
議
案

　令
和
六
年
度
事
業

計
画
（
案
）
承
認
の
件

　

　第
四
号
議
案

　令
和
六
年
度
会
計

収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

　
定
時
総
会
終
了
後
、
会
員
交
歓
会
が

開
催
さ
れ
た
。

女性部会定時総会
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経営は、真剣勝負。法人会で、税の知識とﾈｯﾄﾜｰｸを。
福利厚生制度・会員増強にご協力をお願いします。
お取引先・お知り合いの企業・・・ぜひご紹介ください。

　法人会は全国で７０年を超える歴史ある、７５万
社が加入する経営者の団体組織です。税の活動を中
心に、国や地域への貢献を目指し、正しい税知識の
普及や税制改正提言、経営情報、各種福利厚生制度、
社会貢献活動、会員同士の交流親睦、会員サービス
向上など様々な活動を行っています。
法人会の「異業種交流」は新しい発見や仕事の
繋がりへ発展する可能性を秘めています。

また、企業が安定して繁栄するために経営者を
守る経営者大型総合保険制度やビジネスガード。
経営者・従業員を守るがん保険など様々なリスクを
カバーする法人会独自の優遇された福利厚生制度が
用意されています。
　未加入の企業をご存知の方、また福利厚生制度等
につきましては各支部の役員又は事務局までご連
絡、ご紹介をお願いします。

【事務局　TEL ４５－１２１１】

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会のホームページから無料で視聴できます。

　桐生法人会では、会社や自宅にいながらインター
ネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデ
マンドサービス」の提供を行っています。
一流の講師陣による経営や財務はもちろん、

事業の再生と承継など１００タイトルを超えるセミ
ナーを桐生法人会ホームページのバナーをクリック
するだけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴い
ただけます。

桐生法人会　ホームページ　　http://www.kiryu-houjinkai.jp
会員ＩＤ：hj0815　　パスワード：1211

厚生・組織
会員サービス委員会

研修委員会

　決算期を迎えた会員様に対しご
案内している決算法人説明会につ
きまして、ご欠席の会員様に従来、
郵送させていただいておりました
が、このほど郵便料金の変更から
郵送を取りやめることになりまし
た。つきましてはご希望の方は電
話にて連絡の上、事務局までお越
し下さい。    

桐生法人会事務局
TEL 0277-45-1211

決算法人説明会資料贈呈のご案内決算法人説明会資料贈呈のご案内
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公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会

事 務 局 〒376-0023
桐生市錦町３丁目１番２５号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。  
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な活
動を行っています。   
地域社会貢献活動においては、きめ細

かさや優しさが皆さんの好感を得て、法人
会活動に貢献しています。

部会長：新井みゆき
会　員：71名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育
成は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向
けて飛躍するための研修会や多彩な行事
を開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
は、その企画力や行動力が大きな役割を
果たしております。

部会長：野村　篤
会　員：117名
年会費：6,000円

部会員を募集しています。

ビル・建物の総合管理と清掃

本      社／桐生市宮本町2 7 9 TEL.0277 22 3220
相生事業所／桐生市相生町5 284 84 TEL.0277 32 3521

トータルメンテナンス

www.to-men.co.jp

から
へ

あなたのオフィスの快適空間を
プロデュース致します

みどり市大間々町大間 1々002
TEL. 0277-72-2221

群馬県桐生市新宿3-13-10
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